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中
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克
服なかじまみね
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こ
の
初
冬

の一
0
日
間
柱 、
パ
リ
と
ニ
1

ス
を
中
心
に

フ
ラ
ン
ス
に
行っ
て
い
た 。
パ
リ
で
は
も
う
凹
半
世
紀
以
上

も
続
い
て
い
る
フ
ラ
ン
ス

の
中
国
学
者
と

の
交
流
や 、
か

つ
て
客
μ
教
授
を
務
め
た
シ
ア
ン
ス・
ポ（∞2
2nmm
MUO）

と
呼
ば
れ
る
政
治
学
院
で

の
川
務
が
あ
り 、
ニ
1

ス
は
親

友
の
中
同
研
究
者
が
プ
ロ
ヴ
ア
ン
ス
山
中

の
別
荘
に
滞
在

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る 。
そ
ん
な
わ
け
で
毎
年
の
よ
う
に
フ

ラ
ン
ス
へ
出
か
け 、
滞
在
中
は
立
地
を
限
っ
て
フ
ラ
ン
ス

認
で
通
し
て
い
る 。

と
こ
ろ
で 、
ル
ー

ブ
ル
美
術
館
や
ヴ
エ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿

な
ど
へ
観
光
に
米
る
中
同
人
同
体
客
の
急
哨
が 、
当
今

の

フ
ラ
ン
ス
風
情
に
な
っ
て
い
る 。
ち
ょ
う
ど
四
半
世
紀
以

前
の
日
本
人

の
海
外
旅
行
ブ
l

ム
に
近
い
様
相
を
呈
し
て

もくじ
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い
る
と
い
え
よ
う 。

で
は 、
中
間
人
は
フ
ラ
ン
ス

の
文
化
を
ど

の
よ
う
に
観
て

い
る

の
だ
ろ
う
か
行
う
ま
で
も
な
く 、
左
む
対
照
の
は
搬

や
出
闘
の
構
築
か
ら
始
ま
っ
て 、
以
近

の
イ
ラ
ク
戦
争
に

示
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
嫌
い
に
預
る
ま
で 、
か
つ
て

の
予じ
れ
束

と
ド
ゴ
l
ル
に
代
表
さ
れ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
中
間
話

と
フ
ラ
ン
ス
語
の
背
部
上

の
額
似
性
ま
で 、
フ
ラ
ン
ス
と

中
国

の
あ
い
だ 、
中
同
人
と
フ
ラ
ン
ス
人

の
あ
い
だ
に
は

多
く

の
共
通
性
が
あ
る 。
中
問
料
開
と
フ
ラ
ン
ス
料
理
が

食
文
化
の
双
壁
で
あ
る
よ
う
に 、
向
者
と
も「
世
界
で一
昏」

を
強
く
押
し
立
て
よ
う
と
す
る
エ
ス
ノ
・

セ
ン
ト
リ
ズ
ム

（
向
民
族
中
心
主
義）
そ

の
も

の
だ
と
い
え
よ
う 。

そ
う
い
え
ば 、
私
が
山
校
生

の
と
き 、
「
ゴ
l
ロ
ア
協
会」

と
い
う
フ
ラ
ン
ス
訴
の
サ
ー
ク
ル
を
創
立
し
て
予
校
祭
の

泌
示
を
し
た
際 、
「
フ
ラ
ン
ス

の
特
徴
は
『
中
経
思
想』
だ」

と 、
「
中
華
思
想」
の
立
味
も
十
分
わ
か
ら
な
い

の
に 、
書

い
て
貼
竹
山
し
た
こ
と
が
あ
っ
た 。

「
中
華
思
想」
は 、
ま
さ
に
エ
ス
ノ
・

セ
ン
ト
リ
ズ
ム

の
同

義
語
だ
と
い
え
よ
う
が 、
私
も
ル74川
親
し
く
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
ハ
l

ヴ
ァ
l
ド

大
学
の
ジ
ョ
ン
・
K－
フ
ェ
ア
パ
ン

ク
教
授
が
編
ん
だ
名
著
『
中
図
的
世
界
秩
序（の
E2
2c

毛
R
E
O－－ae・）」
（一
九
六
八
年）
や 、
そ
こ
に
も
待
稿
さ
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9 地涼短慣

国境とパスポート

れ
て
い
た
聞
川ur
－

－決
以
仰
い
博
上

の
研
究
に
よ
れ
ば 、
中

平川ム
帝
を
前
向…
と
し
て
「
内
回」「
外
国」「
倒
立
凶」
と
い

う
川
心
門
的
な ・・・
4mu
山川
逃
を
も
っ
脅
山
的
支
配
体
制
こ
そ 、

「
中
栴
思
想」
の
．附
史
的
法
雄
だ
と
い
え
よ
う

こ
の
よ
う
な
附
界
秩
序
は
州
欧
に
は
存
夜
し
な
い
一

じ
附
紀
後
下
以
降

の
凶
敵
同
家
体
系（開C「ou
gコ
ω
g
5

m可田
広
ヨ）
に
比
ら
れ
る
水
平
的
な
シ
ス
テ
ム

の
な
か
に
フ

ラ
ン
ス
も
あ
っ
た

の
だ
か
ら 、
同
じ「
中
華
思
想」
で
も
両

者
に
は
大
き
な
追
い
が
あ
る
と
い
え
よ
う 。

パ
リ

の
大
学
街（
ソ
ル
ボ
ン
ヌ）
に
近
い
リ
ユ
ク
サ
ン
ブ

ー
ル
公
園
に
は 、
ス
タ
ン
ダ
l
ル
や
ジ
ヨ
ル
ジ
ュ
・

サ
ン
ド

な
ど
フ
ラ
ン
ス
近
代
を
彩
っ
た
文
豪
の
彫
像
が
あ
る 。
私

は
い
つ
も
こ
こ
を
訪
れ
て
峨
々
な
感
憾
に
と
ら
わ
れ
る

の

47ャt
ヲ1今－J

だ
が 、
小
川
を
代
ぷ
す
る
京
数
学
将
の
組
彼
三
氏
は 、
こ

の
公
開

の
ベ
ン
チ
に
坐
っ
て
フ
ラ
ン
ス
近
代
の
精
神
を
想

い 、
「
中
華
思
想」
の
ゆ
え
に
近
代
化
に
失
敗
し
た
中
岡

の

現
状
を
独
り
憂
え
た
こ
と
が
あ
っ
た 。
そ

の
越
彼
三
氏
も 、

一
九
八
九
年
の
ぷ
安
門
引
件
で
ア
メ
リ
カ
に
亡
命
し
て
し

まっ
た 。

今
年
も
・中
岡
が
い
ろ
い
ろ
と
話
題
に
な
る
だ
ろ
う
が 、

「
中
華
思
想」
の
克
服
な
く
し
て
中
国

の
其
の
開
放
は
あ
り

待
な
い 。
道
は
ま
だ
ま
だ
速
い
と
い
え
よ
う 。
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